
 

 

 

 

 

 

骨（ほね・ほねへん）付きの漢字 

この夏 7/11 に八王子で 39.1℃を記録した。８０歳の老骨にはこの暑さは骨身にこた

える。この歳になると、肩や足腰が痛く、何をするにも骨が折れる。そこで、老骨に鞭

を打ち、骨身を惜しまず、骨偏の漢字を骨々（こつこつ）調べて骨を拾い上げてみた。

９3 文字もあった。結構たくさんあった。あ～ぁ骨が折れた。この骨付き漢字の調査は、骨折り

損のくたびれ儲けでした。愚の骨頂でした。でも、骨付きの漢字をご笑味ください。 

骨 䯆 骩 䯇 骫骪 

音読み コツ  ヨク 。 イ コツ・クチ 

カツ・カチ 

イ 

訓読み ほね   ま（がる）ま（げる） 

人や動物の体内にある

ほね。ものごとの中心

となるもの。 

こつ。要領。 

小骨 

 

勤める。はたらく まがる。まげる。ゆが

める。骨が曲がる。 

主義や信念を曲げる。

従う。捨ておく。放っ

ておく。 
からだ。からだつき。ひとがら。気質。品格。 

ほね。苦労。面倒。こつ。火葬した骨。 

傦 滑 猾 蓇 愲 
読み、意味不明 カツ・コツ カツ コツ コツ 

イ（遺）骨？

 

すべ（る）ぬめ（る） 

なめ（らか） 

みだ（す）みだ（れ

る）わるがしこ（い） 

なめらか。つるつるし

ている。すべすべして

いる。すべる。ぬめ

る。物事がとどこおり

なく進む。つっかえず

に進む。ずるい。 

乱す。乱れる。 

ずるい。 

わるがしこい。また、

そのような者のこと。 

みだす。みだれる。 

混乱させる。 

かきみだす。 

蓇蓉（こつよう）は、

植物の名。黒色の花を

つけるが、実はならな

い。 

蓇葖（こつとつ）は、

果実の名。 

不安になる。 

心が乱れる。 

もだえる。 

骭䯎 骮 骬 骯 䯉 
カン ヨク ウ コウ アツ・エチ 

オツ・オチ 

 
あばら、すね、はぎ 

すね。はぎ。ひざから

くるぶしまでの部分。

また、すねの骨。 

あばら。あばら骨。 

鎖骨。欠盆骨。 

小さい骨。 

「𩩲骬（かつう）」

は、胸骨の先端にある

突起部分。 

骯髒（こうそう）は、

体が太っているさま。 

骯髒（アンツァン）

は、汚らしいさま。 
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搰 嗗 尳 馉餶 榾 骱 䯈 
コツ アツ・エチ コツ・クチ コツ・クチ コツ カツ ガン 

カツ・ゲチ ほた・ほだ 

掘る。穴を掘

る。また、暴

く。 

乱す。にごす。 

物を飲む音。 

物をかむ音。 

声が出ないさ

ま。 

 ほた。ほだ。 

木の切れ端。 

骨がかたい。 

わきにある小

骨。 

ひざの骨。 

腰の骨。 

搰搰（こつこつ）は、力を出すさ

ま。せっせと働くさま。 

骰 骳 骶 磆 㾶 䯍 骷 
トウ ヒ・ビ テイ カツ・ゲチ クチ・コツ レイ・リョウ コ 

さい・さいころ 

さい。さいこ

ろ。すごろくな

どで使う道具。 

まがる。ゆがめ

る。 

骨が曲がる。 

尻骨。背骨。尾

骨の上辺りの

骨。尾骶骨（び

ていこつ）。 

うしろ。背後。 

鉱物の名「磆石

（かっせき）」

に用いられる

字。 

膝の病。  骷髏（ころう）

は、雨風にさら

された頭蓋骨。

されこうべ。し

ゃれこうべ。 

䯌 䯊 骲 骵 䯋 骼 䯒 
コウ カ ハク・ホウ タイ・テイ ハツ・バチ 

カツ・カチ 

ハイ・ベ 

カク コウ 

からだ ほね 

尻の骨。 ひざぼね。かわ

ら。 

腰骨。 

骨で作られた矢

じり。 

からだ。全身。かたち。外からみ

たすがた。ありさま。 

身に付ける。自分のものとする。

本性。もちまえ。本体（ほんたい）。 

ほねぐみ。 

鳥や獣のほね。 

朽ちたほね。 

脛骨（すね）の

上部。膝の下。 

䯔 䯏 骴 䯓 骸䯐 骻 鹘 
セキ カツ シ ケイ・ケ ガイ・カイ カ コツ 

ほね・むくろ 

 鎖骨。欠盆骨。 

骨の端部。 

死人の骨。腐っ

た肉がついたま

まの骨。 

鳥獣の骨。 

 むくろ。なきが

ら。亡くなった

人のからだ。 

死者の骨。すね

の骨。 

また。またぐ

ら。 

両足の付け根。 

くまたか 

はやぶさ 

カタカナ表示は音読み。 ひらがな表示は訓読み。 

漢字の脇の表示は異体字 

を参考にしました 

https://kanji.jitenon.jp/cat/bushu10003.html 

  

https://kanji.jitenon.jp/cat/bushu10003.html


骺 䯑 骹 骾 䯘 縎 螖 
コウ コウ コウ コウ カン・ガン コツ ゲチ・コツ 

コチ・カツ 

カチ・エツ 

オチ 

骨の先。骨の両

端の膨れた部

分。 

 脛骨（すね）の

下端にある骨。

ひざぼね。 

足首。 

食べた物の骨が

のどにつっかえ

る。刺さる。 

かどだつ。意志

が強く周りに従

わないさま。 

 結ぶ。結び目を

作る。 

「結縎（けつこ

つ）」は、結ん

で解けないさ

ま。絹の一種。 

骽 䯗 䯖 䯚 䯕 䕧 䉰 
タイ ヘイ・バイ ロウ ヨウ・キョウ 

ギョウ・ショウ 

チョウ・テイ コウ・ギョウ 

キョウ 

コウ・ギョウ 

 もも 

もも。股（も

も）と脛（す

ね）をあわせて

いったもの。 

𩪥䯕は、骨の長

いさま。 

䮩 䱻 䯙 䯜 髀 骿 䯛 
コツ・クチ カツ フ・ハク 

 

 

テキ・チャク 

タク・セキ 

シャク 

ヒ ヘン ワン 

もも うで・かいな 

䮩𩢎（こつと

つ）は、獣の

名。 

想像上の魚の

名。蛇のような

身体と、四本の

足を持つ。 

 

もも。足のひざ

から上の部分。

ももの骨。 

大腿骨（だいたい

こつ）。 

一枚あばら。並

んだ肋骨が一枚

の骨のようにな

っている状態。

ひび。あかぎ

れ。たこ。 

うで。かいな。

二の腕。手首。 

うで。うでま

え。 

技量。例：手腕 

髁 髃 髄䯝 髂 䯠 䯟 髅髏 
カ グ・ゴウ ズイ カ・カク オウ タイ・デ ロ・ロウ 

ももの骨。 

大腿骨。 

ひざの骨。 

肩先。 

肩の前部にある

骨。 

骨の中心にある

柔らかい組織。 

物事の中心。 

本質。要点。 

こしの骨。 

ほね。 

ほねぐみ。＝骼 

 されこうべ 

しゃれこうべ 

丸い形をしたひざの骨。しりの

骨。尾骨。謑髁（けいか）は、正

しくないさま。つじつまが合わな

いさま。腰の骨。 

髑髅（どくろ）

は、雨風にさら

された頭蓋骨。

されこうべ。し

ゃれこうべ。 

骨の踊り＝Bone Dance＝ボーン踊り 
おボーン休みに故郷へ帰って骨休め 

お洒落な骸骨頭＝しゃれこうべ（洒落頭） 
この骨はがいこつ人だ‼ 

 

ＢONE DANCE の動画を下記 URL からご覧できます。 

https://1drv.ms/f/s!AiZK9Kv-HkjaqGIv8IWb33vNut-Z?e=p6WnH7 

 

髓 

https://1drv.ms/f/s!AiZK9Kv-HkjaqGIv8IWb33vNut-Z?e=p6WnH7


䯞 髈 䯡 髌髕 髆 髉 䶤 
カ・ケ 

 

ホウ・ボウ ケン ヒン ハク ハク・カク カツ・ゲチ 

ゆばりぶくろ     

わき。わきば

ら。 

髈胱（ぼうこ

う）は体内で尿

を蓄えておく器

官。 

痩せているさ

ま。 

ひざのさら。

膝蓋骨（しつ

がいこつ）。 

あしきり。 

足を切断する

刑罰。膝蓋骨

を取り去る刑

罰。 

肩の骨。かいが

ら骨。肩甲骨。

肩。 

髋髖 髊 髇 髎 髍 䯢 髒 
カン シ コウ リョウ パ・マ パ・マ 

 

 

ソウ 

こしの骨。しり

の骨。骨盤を形

成する骨。 

人の体。また、

骨格。 

死人の骨。腐っ

た肉がついたま

まの骨。＝骴 

鏑矢（かぶら

や）。矢の一

種。射放つと音

が生じる。合戦

の合図などに用

いられた。＝髐 

骨のくぼみ。

間接のすき

間。仙骨。骨

盤の中央にあ

る骨。仙骨に

ある八つの

穴。八髎（は

りちょう）。 

骯髒（こうそ

う）は、体が太

っているさま。 

骯髒（アンツァ

ン）は、汚らし

いさま。 

䯣 髐 髑 䯤 體 䯥 䯦 
キ・カイ・ケ 

 

コウ トク・ドク カイ・ケ タイ・テイ ガン・ゴン 

キュウ・コウ 

 

 

バツ・マチ 

されこうべ 

しゃれこうべ 

 

からだ 

髐然（こうぜ

ん）は、白骨が

さらされている

さま。また、白

骨がくっきりと

浮き出たさま。 

髑髅（どくろ）

は、雨風にさら

された頭蓋骨。

されこうべ。 

しゃれこうべ。 

からだ。全身。 

かたち。外から

みたすがた。あ

りさま。身に付

ける。自分のも

のとする。 

本性。もちまえ。

本体（ほんた

い）。 

䯦骱は、小骨。

また、骨が堅

い。 

鏑矢（かぶらや）。矢の一種。射

放つと音が生じる。合戦の合図な

どに用いられた。 

髗  

ロ 

かしら・こうべ・どくろ 

かしら。こうべ。あたま。 

どくろ。頭の骨。頭蓋骨。 

 

 

 

こつつぼ 

 
骨肉の争い 
骨付き肉 

 

骨太 

創作感字 

 

骨粗しょう症 


